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 ●閲覧資料紹介　●市史資料室たより

◆『市史通信』の編集は、公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団　近現代歴史資料課　市史資料室担当職員が編集を行っています。
� リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可　�　��

《市史資料室たより》
【横浜市史資料室　室内ミニ展示】 
「資料室所蔵資料で見る公文書保存の変遷」

会期：開催中～平成28年1月10日（日）
時間：午前9時30分～午後5時
休館日：12月21日（月）、
　　　　12月29日（火）～1月3日（日）
　　　　◎入場無料
場所：�横浜市西区老松町1番地　
　　　横浜市中央図書館地下1階　
　　　横浜市史資料室室内展示コーナー
内容：�横浜市における文書保存の変遷につい

て、資料室所蔵の公文書に即して紹介
します。

【展示会「戦後70年　戦争を知る､ 伝え
る－横浜の戦争と戦後」が終了しました】

　7月18日～9月23日まで開催された展
示会は、小学生から戦争を体験された80代
まで8,762人の方々にご覧頂きました。小
さなお子様をつれたご家族での見学、夏休み
の課題での見学、グループや友人と一緒の見
学、戦後70年の節目でもあり、熱心な見学
者が絶えない展示室でした。
　また、市史資料室　室内展示コーナーでは
横浜市ふるさと歴史財団8施設連携展示わ

がまち横浜再発見「ヨコハマ3万年の交流」
「戦争と戦後をめぐる日本とアメリカ」展が開
催されました。焼夷弾の実物が入口近くに展
示されていたため、思わず足を止めて見学す
る人も多くいらっしゃいました。

【展示関連シンポジウム「空襲の記録－証
言・写真・米軍資料」が開催されました】

　8月29日（土）午後１時～横浜市中央図書
館地下1階ホールで開催されました。第1部
では、「横浜の空襲に関する記録」、「空襲写
真の記録の現状について」が報告されました。
第2部では、「体験者の証言と記録・資料」と
題して体験談をお聞きし、空襲の記録の継承
について会場とやりとりがおこなわれました。
　「テーマは良かったが、焦点がばらけてい
た」、「若い世代の参加者が少ない」、「体験談
を聞いて衝撃をうけた。語り継ぐこと、記録
すること、正しく知ることの大切さを知った」
などの感想が寄せられました。

【寄贈資料】
1小野　励様� 小野励氏撮影写真等� 266件
2川原芳子様
　大日本國防婦人会横浜西部第二分會記念写真� １点
3後藤　周様
　横浜の関東大震災研究ノート� １式
4福林　徹様
　米国国立公文書館横浜関係写真データ� 50点
5竹内春男様� 復興記念写真帖他� 4件
6菊地　卓様� 戦後の車関係画像データ� 4１点
7市川俊一様� 小学校教員時代の資料他� 355件
8白石　緑様� 小林直明資料（追加）� 26件
9白石　緑様� 白石緑家資料（追加）� 5件
�佐野光子様� 空襲・戦争に関する手記� １件
�石堂達夫様� 日本戦災遺族会発行書籍他� 22件
�株式会社横浜松坂屋友の会様
　株式会社野澤屋呉服店･株式会社野澤屋資料
� 9１点
�萩原園子様� 萩原家資料� 78件
�風間芳雄様�
　手記「いたずら盛りの集団疎開」� １冊
�吉田啓子様� 南里貿易株式会社建物写真他� 6点
�長谷川敏雄様　母子手帳� １点
�白石　緑様� 8mmフィルム1959年頃� １点
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◇ 休 室 日 の ご 案 内 ◇
12/21日(月)、12/29日(火)～1/3日(日)（1/4は12時開室）､
1/12日(火)､ 2/15日(月)､ 3/22日(火)


